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③開始したきっかけ（いつ頃、どんな経緯で）

この大会の前身は町村合併前の「鏡野健康マラ
ソン大会」で、平成3１年度大会は通算では３３回
目（３５年間）の大会である。　鏡野町を全国にア
ピールすることを主眼として、町体育協会が中心
となって開始されたものである。

②今年度の事業内容（具体的な内容、事務概要等を簡潔に記載する）

新型コロナウイルス感染症蔓延の為大会延期
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③今後の事業の方向性（改革改善案）・・・複数選択可

今後の改革改善案

所管課名 生涯学習課
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理由
説明

効
率
性
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⑨受益機会・費用負担の適正化余地（事業内容が「対象」の全体でなく、一部の受益者に偏っていないか？受益者負担は公平・公正となっているか？）

町費を投入してのイベントに対し町外参加者も多くいるが、県北エリアあるいは近県エリアまで含め捉えると、他
市町村の類似イベントに町住民も参加しており、公平・公正である。

フレンズ＆ファミリーの部新設により、町民の健康づくり意識啓蒙に寄与していると思われるが、調査ができてい
ないため詳細は不明である。

⑤廃止・休止の成果への影響（事務事業を廃止・休止した場合の影響の有無は？目的を達成するには、この事務事業以外に方法はないか？）

歴史ある町内最大のスポーツイベントであり、この事業を廃止した場合、町のPRや健康づくり啓蒙の場として活
用する大きな機会を失うことになる。

生涯スポーツの推進を通した健康づくりや世代間交流促進を直接アピールできる大型スポーツイベントとして開
催するためには町が関与する必要がある。

③この事務事業に対して、関係者（住民、議会、事業対象者、利害関係者等）からどんな意見や要望が、どの程度寄せられているか？

主管団体である町体育協会は現在の大会形態見直しが必要との認識を持っている。　大会参加者からは温かみを感じられる良いローカル大会だとの声がある一方で、大規
模な交通規制による苦情も寄せられる状況である。

③対象・意図の妥当性（事務事業の現状や成果から考えて、対象と意図を見直す余地がないか？）

小学生以上であれば誰でも参加できるが、参加者相互の交流を図るだけでなく、スポーツを通した健康づくりを推進する観点
から参加対象を町民主体となるよう競技性薄い部門を新設した（フレンズ＆ファミリーは保護者同伴を条件に就学前幼児も
可）が、当面は町内近隣地域からの参加状況の推移を見守る必要がある。

④成果の向上余地（成果向上の余地はないか？成果を向上させる有効な手段はないか？何が原因で成果が向上しないのか？）

公
平
性
評
価

理由
説明

理由
説明

⑥方法・手段の改善余地（やり方等を改善して成果をより向上させることはできないか？）

参加者への参加賞など配布物に健康づくりに役立つ資料・パンフレットなどを追加するなどして、陸上競技会としての円滑な
運営を維持しつつ、情報発信の場としての活用を進めていくことは可能と思われるが、より直接的に町民に対する健康づくり
意識の啓蒙普及に役立つ開催内容・方法を検討する必要がある。

⑦事業費の削減余地（成果を下げずに仕様や工法の見直し、住民の協力などで事業費を削減できないか？）

大会運営にあたる体育協会会員や町職員などは全てボランティアであり、一方、イベントとしての安全性確保などは年々取り
巻く環境が厳しさを増している現状があり、現在の形態のまま大会開催を行うのであれば、現在以上の経費削減はできな
い。

⑧人件費（延べ業務時間）の削減余地（成果を下げずにやり方の見直しや民間委託などでコスト削減できないか？）

イベントの準備・運営の各分野において業務委託を進めており、削減余地はない。

新型コロナウイルス感染症蔓延の為大会延期
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Ｃ　 効率性
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５．事業評価

理由
説明

②全体総括（振り返り・成果・反省点）・ 評価結果の根拠

① 事務事業を取り巻く状況（対象者や根拠法令等）はどう変化しているか？開始時期あるいは５年前と比べてどう変わったのか？

全国的な健康志向やスポーツイベント開催機運の上昇に合わせ参加申込者数は徐々に増加の傾向にあるが、大会運営にあたっては交通規制に伴う体制強化や救護体制の充実を迫られ、業務委
託量は増加の一途をたどっている。平成２７年から同時期に『おかやまマラソン』が開催されるなど、同様の大会が多く開催されるようになっている。

②この事務事業に関するこれまでの改革・改善の取り組み経緯

参加賞の簡素化による経費削減や運営スタッフ減少に対し、参加申込受付や記録計測など業務委託のほか、美作高校のボランティア協力により人員数確保を図っている。

４．事務事業の環境変化・住民意見等

①政策体系との整合性（この事務事業の目的は町の政策体系に結びついているか？意図することが結果に結びついているか？）

大会発足当初と比較し、町内住民や事業所近隣自治体からの参加割合が増加してるものの、参加申込者数の
２割程度に留まっていたが、フレンズ＆ファミリーの部新設によりその割合は増加した。今後の増加傾向によっ
ては施策との整合性を検討する必要がある。

②町が関与する妥当性（この事業は町が行わなければならないものか？税金を投入して行うべき事業か？住民や地域民間等に任せることはできないか？）

事業番号 06570 事務事業名 かがみのマラソン大会事業費

2枚目

（廃止・休止・事業完了の場合は記入不要）

コスト

成果
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④担当課としての事業の方針

①上記の評価結果

６．事業評価の総括と今後の方向性

・SP関係団体との協働体制の確立
・情報発信の方法

⑤改革改善案を実施する上で解決すべき課題

コロナ禍による3密回避のため、開催場所（奥津湖等）の検討。

Ｄ　 公平性

適切 見直しの余地あり

見直しの余地あり

見直しの余地あり

見直しの余地あり

拡充
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影響がない
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改善余地がある

改善余地がない

削減余地がある

削減余地がない

削減余地がある

削減余地がない

見直し余地がある

公平・公正である

適切

適切

適切

事業完了


